
近運 自貨第 150号

近運 自監第 137号

平成 26年 6月 18日

一般社団法人 京都府 トラック協会長 殿

近 畿 運 輸 局 自動 車交 通 部

近畿運輸局自動車監査指導部

「年末年始及び夏期等繁忙期における トラック輸送対策について」の一部改正に

ついて

標記について、平成 26年 6月 9日付け、国自貨第 16号をもって自動車局貨物課長か

ら別添のとおり通達があったので、了知されるとともに、傘下会員に対して周知方お願い

致します。



国 自 貨 第 16号
平成 26年 6月 9日

近畿運輸局自動車交通部長 殿

自動車局貨物課長

「年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」の

一部改正について

年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について (平成 15年 2月 14
日付け国自貨第91号)の一部を別添新旧表のとおり改正し、平成26年 7月 1日から
実施することとしたので、事務処理にあたり遺漏のないよう取り計らわれたい。
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近畿運輸局自動車監査指導部長 殿

自動車局貨物課長

「年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」の

一部改正について

年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について (平成 15年 2月 14
日付け国自貨第 91号 )の一部を別添新旧表のとおり改正し、平成26年 7月 1日 から
実施することとしたので、事務処理にあたり遺漏のないよう取り計らわれたい。
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国 自 貨 第 91号
平成 15年 2月 14日

一部改正  国 自 貨 第 1 6号
平成 26年 6月 9日

各地方運輸局自動車交通部長

関東・近畿運輸局自動車業務監査指導部長

沖縄総合事務局運輸部長

自動車交通局貨物課長

年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について

例年、年末年始及び夏期等繁忙期においては、生活関連物資の輸送需要に加え贈答用

品を中心とした輸送需要が極端に増大し、事業用自動車のみにては、その輸送力の確保

が困難 となっている。このような現状に鑑み、良質な輸送サービスを確保 し、あわせ

て、利用者ニーズに応えるため、引続き、年末年始及び夏期等繁忙期について、別紙の

とおり定期的に輸送対策を行うこととするので、事務処理上遺漏なきよう取り計らわれ

たい。

なお、本通達は平成 15年 4月 1日以降適用し、これに伴い、「年末年始及び夏期等
繁忙期におけるトラック輸送対策について」 (昭和 60年 11月 14日貨陸第 197
号)は平成 15年 3月 31日限りで廃止する。

殿

ヽ
―
―
―
―
―
―
―
―
ノ
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国 自 貨 第 16号
平成 26年 6月 9日

[著〔:53][[『 言
菫乖指導部長

  〕
殿

自動車局貨物課長

「年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」の

一部改正について

年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について (平成 15年 2月 14
日付け国自貨第91号)の一部を別添新旧表のとおり改正し、平成26年 7月 1日 から
実施することとしたので、事務処理にあたり遺漏のないよう取り計らわれたい。
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国 自貨 第 16号 の 2
平 成 26年 6月 9 日

公益社団法人全日本トラック協会会長 殿

国土交通省自動車局貨物課長

「年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について」の

一部改正について

標記について、別添のとおり各地方運輸局自動車交通部長、関東・近畿運輸局自動車

監査指導部長及び沖縄総合事務局運輸部長あて通達したので、この旨了知されるととも

に、傘下会員に対し周知方願います。

‐
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別紙

年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について

1 年末年始及び夏期等繁忙期における自家用自動車の有償運送の許可については、次
のとおり弾力的に運用することとし、迅速に処理すること。

(1)自家用自動車の有償運送の許可申請は、別紙様式 1の とおりとし、運送需要者欄

には、 トラック運送事業者を記入すること。
(2)前項の許可申請においては、当該有償運送に係るトラック運送事業者からの代理

申請を認めることとし、この場合においては、運送需要者欄には、代理申請者を記

入すること。

侶)自家用自動車の有償運送の許可は、別紙様式 2のとおりとする。

2 年末年始及び夏期等繁忙期における利用者ニーズに対応した輸送力の確保という公
共の福祉の見地から必要止むを得ない場合において、同時期に限って自家用自動車の

有償運送の許可をすることができるものとする。なお、許可に際して、輸送品目の制

限は行わないものとする。

3 自家用自動車の有償運送の許可にあたっては、運送需要者であるトラック運送事業
者に対し、次のとおり指導すること。

(1)当該許可に係る自家用自動車を有償あるいは業として旅客運送の用に供すること

のないよう運転者に対し十分指導すること。

(2)運転者に対する自動車事故、荷物事故の防止、接客態度等について研修等の利用

者対策を実施し、利用者とのトラブルの防止に努めること。

4 運送需要者であるトラック運送事業者が、行政処分を受けている事業者等に該当す
る場合は、貨物自動車運送事業法 (以下「法」という。)の趣旨に鑑み、次のとおり

取り扱うこととする。

(1)法第 33条 (第 35条第 6項及び第 36条第 2項において準用する場合を含
む。)の規定に基づき、自動車の使用停止以上の処分を受けている事業者に該当す

る場合は、当該処分期間中については、当該処分を受けている営業所に係る許可を

行わないものとする。

(2)許可基準に満たない保有車両数 5両未満の営業所に該当する場合は、許可を行わ

ないものとする。 (貨物軽自動車運送事業者を除く。)

なお、行動範囲、運送の客体及び運送方法等が他の貨物運送と極めて異なるなど

の特殊性に鑑み、車両数についての特例が設けられ、業務の範囲を限定する旨の条

件が付されている霊柩又は一般廃棄物運送を行う事業者等においては、保有車両数

にかかわらず、許可の対象としないものとする。
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5 年末年始及び夏期等繁忙期の具体的期間については、次のとおりとし、各繁忙期ご
との申請及び許可を行うものとする。

(1)年末年始繁忙期

毎年 11月 10日から翌年1月 10日 まで

(2)夏期繁忙期

毎年6月 1日 から同年8月 31日 まで

(3)秋期繁忙期

毎年9月 1日 から同年 11月 30日 まで

6 各繁忙期における自家用自動車の有償運送の許可状況については、毎年度 3月 末日
までに別紙様式 3により各地方運輸局において、その実態を把握することとする。

附 則 (平成 26年 6月 9日 付国自貨第 16号 )

改正後の通達は、平成 26年 7月 1日以降に申請を受け付けたものから適用するもの

とする。

-3-



様式 1

有 償 運 送 許 可 申 請 書

平成  年  月  日

支局長 殿

住所

氏名又は名称

自家用自動車を有償で運送の用に供したいので、道路運送法第 78条第 3号の規定に

より申請します。

運送需要者 (運送

事業者)の氏名又
は名称及び住所

運送しようとする

物の種類及び数量

(例 ) 百貨店の取扱にかかる宅配貨物

1日約    個

運送しようとする

期 間

平成

平成

年

　

年

月

　

　

月

日から

日まで

日間

運送しようとする

区 間

(例)○ ○配達所から千代田区内

自動車登録番号又

は 車 両 番 号

有償運送を必要と

す る 理 由
年末繁忙期に際して、貨物の滞貨、遅配を防止し、もって公

共の福祉を確保するため。

※ 運送事業者欄には、営業所名まで記載するものとする。

印

-4-



様式 1(代理申請用)

有 償 運 送 許 可 申 請 書

平成  年  月  日

支局長 殿

○○○○他 名申請代理人
住所

氏名又は名称

自家用自動車を有償で運送の用に供したいので、道路運送法第 78条第 3号の規定に
より申請します。

運送需要者 (運送

事業者)の氏名
又は名称及び住所

運送しようとする

物の種類及び数量

(例 ) 百貨店の取扱にかかる宅配貨物

1日約    個

運送しようとする

期

成

　

成

平

　

平

年

　

年

月

　

　

月

日から

日まで

日間

運送しようとする (例)○ ○配達所から千代田区内

自動車登録番号又

は 車 両 番 号

有償運送を必要と

す る 理  由
年末繁忙期に際して、貨物の滞貨、遅配を防止し、もって公

共の福祉を確保するため。

※ 運送事業者欄には、営業所名まで記載するものとする。
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有 償 運 送 許 可 申 請 者 名 簿

番 号 住 所 ・ 氏 名 〇 自動車登録番号

又 は 車 両 番 号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ｎ
Ｕ
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様式 2

有 償 運 送 許 可 証

氏名又は名称

自動車登録番号

又 は車両 番 号

有 償 運 送

許 可 期 間

上記のとお り許可する。ただし、次の条件に従うこと。

平成 年 日第  号許可

印

1 この許可証は、自動車の外側から見やすいようにし
て表示すること。

条 件 12 上記に記載された自動車は、有償あるいは業として
旅客運送の用に供することのないこと。

3 この許可証は、許可期間が過ぎたときは、速やかに
返納すること。
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様式 3

各繁忙期に係る自家用自動車の有償運送の許可状況 (平成 年度)

(単位 :件、両)

運 輸

支局名

忙

の

別

繁

期

種

許 可

対象別

可
　
　
数

許

　

件

登録自動車 軽 自動 車
ハ
ロ 計

備 考

貨物 乗用 貨物 乗用 貨物 乗用 計

夏期

運送事業者

その他

計

秋期

運送事業者

その他

計

末

　

始

年

　

年

運送事業者

その他

計

合計

運送事業者

その他

計
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〇 年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック輸送対策について (平成 15年 2月 14日付国自貨第 91号 )

自動車交通局貨物課長 から 各地方運輸局自動車交通部長
関東 。近畿運輸局自動車業務監査指導部長 あて
沖縄総合事務局運輸部長

平成 15年 2月 14日 付国自貨第91号
一部改正 平成26年 6月 9日 付国自貨第 16号

例年、年末年始及び夏期等繁忙期においては、生活関
連物資の輸送需要に加え贈答用品を中心とした輸送需要
が極端に増大し、事業用自動車のみにては、その輸送力
の確保が困難となっている。このような現状に鑑み、良

質な輸送サービスを確保し、あわせて、利用者ニーズに

応えるため、引続き、年末年始及び夏期笠繁忙期につい

ては、別紙のとおり定期的に輸送対策を行うこととする
ので、事務処理上遺漏なきよう取り計らわれたい。
なお、本通達は平成 15年 4月 1日 以降適用し、これ
に伴い、「年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック

輸送対策について」 (昭和 60年 11月 14日貨陸 19
7号 )は平成 15年 3月 31日 限りで廃止する。

別紙

年末年始及び夏期等繁忙期における
トラック輸送対策について

1 年末年始及び夏期等繁忙期における自家用自動車の
有償運送の許可については、次のとおり弾力的に運用
することとし、迅速に処理すること。

(1)自 家用自動車の有償運送の許可申請は、別紙様式

(2)前項の許可申請においては、当該有償運送に係る
申請を認めることとトラック運送事業者か らの

2 年末年始及び夏期笠繁忙期における利用者ニーズに
対応した輸送力の確保という公共の福祉の見地から必

要止むを得ない場合において、同時期に限って自家用

自動車の有償運送の許可をすることができるものとす

平成 15年 2月 14日 付国自貨第91号

例年、年末年始及び夏期等繁忙期においては、生活関

連物資の輸送需要に加え贈答用品を中心とした輸送需要

が極端に増大し、事業用自動車のみにては、その輸送力

の確保が困難となっている。このような現状に鑑み、良

質な輸送サービスを確保し、あわせて、利用者ニーズに

応えるため、引続き、年末年始及び夏期繁忙期について

は、別紙のとお り定期的に輸送対策を行うこととするの

で、事務処理上遺漏なきよう取り計らわれたい。

なお、本通達は平成 15年 4月 1日 以降適用し、これ
に伴い、「年末年始及び夏期等繁忙期におけるトラック

輸送対策について」 (昭和 60年 11月 14日 貨陸 19
7号)は平成 15年 3月 31日 限りで廃止する。

別紙

年末年始及び夏期等繁忙期における

トラック輸送対策について

自家用自動車の有償運送の

許可については、年末年始及び夏期繁忙期 1こ限って次
のとお り弾力的に運用することとし、迅速に処理する

こと。
(1)自 家用自動車の有償運送の許可申請は、別紙様式
1の とおりとする。

(2)前項の許可申請においては、当該有償運送に係る
トラック運送事業者からの一括申請を認めることと

する。

(3)自 家用自動車の有償運送の許可は、別紙様式 2の
とおりとする。
2 乗用車については、年末年始及び夏期繁忙期におけ
る利用者ニーズに対応した輸送力の確保という公共の

福祉の見地から必要止むを得ない場合において、同時

期に限って自家用自動車の有償運送の許可をすること
ができるものとする。

3 自家用自動車の有償運送の許可にあたっては、運送
需要者であるトラック運送事業者に対 し、次のとおり

指導すること。
(lL当 該許可に係る自家用自動車を有償あるいは業と
して旅客運送の用に供することのないよう運転者に
対し十分指導すること。
(2)運転者に対する自動車事故、荷物事故の防止、接
客態度等について研修等の利用者対策を実施し、利
用者とのトラブルの防止に努めること。

故、荷物事故の防止、接客態度等について研修等の利

用者対策を実施するよう指導することとし、利用者と

の トラブルの防止に努めること。

1の とお りと



二 年末年始及び夏期笠繁忙期の具体的期間については
、次のとおりとし、各繁忙期ごとの申請及び許可を行
うものとする。
(1)年末年始繁忙期
毎年 11月 10日 から翌年 1月
(2)夏期繁忙期
毎年 6月 1日 から同年 8月 31
(3)秋期繁忙期
毎年 9月 1日 から同年 11月 3

6(略 )

10日 まで

日まで

0日 まで

4 年末年始及び夏期繁忙期の具体的期間については、
次のとおりとする。

(1)年末年始繁忙期
毎年 11月 10日 から翌年 1月 10日 まで

毎年 6月 1日 から同年 8月 31日 まで
②
 驚翠警肯T日 から同年 11月 30日 まで

5 各繁忙期における自家用自動車の有償運送の許可状~況
については、毎年度 3月 末日までに別I紙様式 3によ
り各地方運輸局において、その実態を把握することと

する。



新 1日

様式 1

書

平 成

支局長    殿

住所

氏名又は名称

自家用自動車を有償で運送の用に供したいので、

す。
道路運送法第 78条第 3号の規定により申請しま

運送需要者 (運送
事業者)の氏名又
は名称及び住所

運送しようとする

物の種類及び数量
(例) 百貨店の取扱にかかる宅配貨物

1日 約    個

運送しようとする

期 間

平成   年   月   日から
日間

平成   年   月   日まで

運送しようとする

区 間

(例) ○○配達所から千代田区内

自動車登録番号又

は 車 両 番 号

有償運送を必要と
す る 理 由

年末繁忙期に際して、貨物の滞貨、遅配を防止し、もって公共の福祉を確保
するため。

※ 揮揆事業者欄には、営業所名まで記載するものとする。

様式 1

可 書

支局長    殿

住所

氏名又は名称

自家用自動車を有償で運送の用に供したいので、
す。

道路運送法第 80条第 1項の規定により申請しま

運送需要者の氏名
又は名称及び住所

運送しようとする

物の種類及び数量
(例) 百貨店の取扱にかかる宅配貨物

1日 約    個

運送しようとする

期 間

月
　
月

年
　
年

成
　
成

平
　
平

日から
日間

日まで

運送しようとする

区 間

(例) 〇〇配達所から千代田区内

自動車登録番号又

は 車 両 番 号

有償運送を必要と
す る 理 由

年末繁忙期に際して、貨物の滞貨、遅配を防止し、もって公共の福祉を確保
するため。



新 1日

様式 1(代理申請用)

書

平成

支局長    殿

○○○○他 名申請代理人

氏名又は名称

自家用自動車を有償で運送の用に供したいので、
す。

道路運送法第 78条第 3号の規定により申請しま

運送需要者 (運送
事業者)の氏名
又は名称及び住所

運送しようとする

物の種類及び数量
(例) 百貨店の取扱にかかる宅配貨物

1日 約    個

運送しようとする

期 間

月
　
月

年
　
年

成
　
成

平
　
平

日から

日間
日まで

運送しようとする

区 間

(例) ○○配達所から千代田区内

自動車登録番号又

は 車 両 番 号

有償運送を必要と
す る 理 由

年末繁忙期に際して、貨物の滞貨、遅配を防止し、もって公共の福祉を確保
するため。

※ 運送事業者欄には、営業所名まで記載するものとする。

様式 1(代理申請用)

書

平成

支局長    殿

○○○○他 名申請代理人

氏名又は名称

自家用自動車を有償で運送の用に供したいので、
す。

道路運送法第 80条第 1項の規定により申請しま

運送需要者の氏名
又は名称及び住所

運送しようとする

物の種類及び数量
(例) 百貨店の取扱にかかる宅配貨物

1日 約    個

運送しようとする

期 間

平成   年   月   日から
日間

平成   年   月   日まで

運送しようとする

区 間

(例)○ ○配達所から千代田区内

自動車登録番号又

は 車 両 番 号

有償運送を必要と
す る 理  由

年末繁忙期に際して、貨物の滞貨、遅配を防止し、もって公共の福祉を確保
するため。

‐4‐



新 1日

有 償 運 送 許 可 申 請 者 名 簿

(略 )

有 償 運 送 許 可 申 請 者 名 簿

番 号 住 所 ・ 氏 名 ③
自動車登録番号

又 は 車 両 番 号

4

7

8

‐5‐



新 !日

様式2

有 償 運 送 許 可 証

氏名又は名称

自動車登録番号

又は車両番号

有 償 運 送

許 可 期 間

上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。

1 この許可証は、自動車の外側から見やすいようにして表示する

こと。
条 件 12 ヽ

3

こ供す る ことの

この許可証は、許可期間が過ぎたときは、速やかに返納するこ

平成 日第  号許可

印

様式 2

有 償 運 送 許 可 証

氏 名 又 は名称

自動車登録番号

又は車両番号

有 償 運 送

許 可 期 間

上記のとおり許可する。ただし、次の条件に従うこと。

1 この許可証は、自動車の外側から見やすいようにして表示する
こと。

条 件12 この許可証は、許可期間が過ぎたときは、速やかに返納するこ
と。

平成 日第  号許可

印
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新

様式 3

各繁忙期に係る自家用自動車の有償運送の許可状況 (平成 年度 )

(単位 :件 、両 )

輸

名局

運

支

繁忙期

の種別

許 可
対象別

可

数

許

件

登録自動車 軽 自 動 車 合 計

備  考
貨物 乗 用 貨物 乗 用 貨 物 乗 用 計

夏  期

運送事業者

そ の 他

計

秋  期

運送事業者

そ の 他

計

年 末

年 始

運送事業者

そ の 他

計

合  計

運送事業者

そ の 他

計

様式 3

各繁忙期に係る自家用自動車の有償運送の許可状況 (平成 年度 )

(単位 :件 、両 )

輸

名局

運

支

繁忙期

の種別

可

別象

許

対

可

数

許

件

登録自動車 軽 自 動 車 合 計

備 考

貨物 1乗用 貨物 1乗用 貨物 1乗用 1 計

夏  期

運送事業者

そ の 他

計

秋  期

運送事業者

そ の 他

計

年 末

年 始

運送事業者

そ  の 他

計

合  計

運送事業者

そ の 他

副

(注 )夏 期及び秋期に係る許可期間が局管内同一でない場合は支局ごとに備考欄に当該止■期間を記
入すること。


